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第１回大会 目の覚める大どんでん返し 

季節は巡り、「春眠不覚暁 処処聞啼鳥」を日々実感されている方も多いの  

ではないでしょうか。 

健友麻雀部では、そのような日常に適度な刺激を与えて脳を活性化し、腕や

指先を動かすことで健康維持・増進を図ることを目的として活動しています。 

令和６年度最初の事業は、定期総会及び第１回麻雀大会を４月２４日（水）

正午から池袋の麻雀店スリーファイブで開催しました。 

前夜からやや冷たい雨が降り続き、まさに「夜来風雨声 花落知多少」という

様相でしたが、１９人の参加を得て無事に実施できました。同日に開催予定の

健歩部の事業は雨天でも実施したのでしょうか？ 

さて、総会では、前年度事業及び決算の報告、８回の麻雀大会と１０月の  

大会後に懇親会を行うという今年度事業予定及び予算並びに役員改選が提案 

されて満場一致で承認されました。 

麻雀大会のほうは、参加者が１９人なので、５卓のうち１卓は三人麻雀を  

行うという変則的な進行になりました。 

そのような状況の中で各人は全力で競技に臨み、牧野さん・村山さん・諸橋

さんの女性部員３人が初めて同卓で対戦したり、田中さんが大会では何年  

ぶりになるか分からないくらい久しぶりに役満（四暗刻＝スーアンコー）を  

上がるなど波乱含みの展開となりました。 

３回戦目の終了時点では、ここのところ非常に好調な藤井さんが１００得点

を獲得し、２位の速水さんが６９得点だったので３１ポイントの大差をつけて

おり、今回も藤井さんの優勝かなというのが大方の予想でした。 

しかし、最後の４回戦目で藤井さんと速水さんは同卓で直接対戦となり、  

そこでトップを取った速水さんが藤井さんを２ポイント上回って初優勝、藤井

さんが準優勝という「春眠覚醒」の大どんでん返しが起こりました。 

どのような競技でも「勝負は下駄を履くまで分からない」と言いますが、  

それをまざまざと見せつけられた大会となりました。 

 

 

次回開催は、６月２５日(火)です。 

皆様の参加・入部をお待ちしており 

ますのでご希望の方は健友事務局に 

ご連絡ください。 

 

 



池袋麻雀店『スリーファイブ』にて… 

 

全５卓（Ａ～Ｅ）で開催！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ卓の三人麻雀（右側がいません。） 

 


